
「男女共同参画の視点に立った地域の課題解決」のためのプログラムデザイン

災害発生から1か月間の長期避難を想定し、自分や家族が安心して過ごせる避難所を考えてもらう。家族によって人数、子供の有無や年代、何らかの支援が必要な人がいるか、
ペットの有無など様々で、多様な人々が一緒に生活する避難所を創るには、男女共同参画の視点が重要であることを学ぶ。

目的

内容

方法

オリエンテーション（個人ワーク）【動機付け】
『この避難所、どこが問題？』
様々な問題のある避難所のイラストを見て、
問題と思うところをそれぞれ書き出してもらう。
講義①（防災士）
『なぜ避難所運営に男女共同参画の視点が
必要なのか』
○どちらかの性別に偏った運営では多様な
住民のニーズには答えられない。特に女性
や乳幼児、高齢者、障がい者、性的少数者、
外国人、ひとり親、生活困窮者といった「社
会的弱者」の声が届くように、男女共同参画
の視点が重要であることを理解する。

対象 町に住む女性最大200人（町の人口に合わせて１～複数町ごとに）【6圏域183町】

課題把握・課題共有 課題解決の方策の検討
課題解決のための

行動

事例報告（消防団、被災者）
『八代で起きた災害と避難
所のあり方を振り返る』
○平成28年「熊本地震」と
令和2年「豪雨災害」の被害
状況をあらためて振り返る。
【危機感を持ってもらう】
○被災者から当時の避難
所の状況を聞き、「こんなこ
とがあった」、「こんな思いを
した」といった体験談を自分
たちの避難所運営の参考
にする。

講義②・質疑応答（防災担
当課職員）
『この町の避難所運営の状
況を知っていますか？』
○災害が起きた時、まずど
こに逃げたらいいか、どん
な備蓄品があるかといった
基本的な情報を伝える。
○行政でどこまで対応でき
るか、「こんなこと言ってわ
がままと思われない？」など
自由に質問できる時間を設
ける。

グループワーク①
『この町の避難所に必要なことっ
て何だろう？』
○町内の心配や不安を班ごとに
話し合い、それを全体で共有し対
策を考える。特に、長期の避難の
場合、短期では気にならないこと
が問題になってくることを知っても
らう。
○ファシリテーターとして、市が事
務局となっている男女共同参画推
進団体が参加する。
【団体の活動の一環として、事前
に勉強会を開催する】

講義・説明 グループ・全体ワーク

グループワーク②
『実際に避難所を運営
してみよう！』
○「模擬避難所」を開
設する。「例えばこん
な人が避難してきた
ら？」というシミュレー
ションを行い、対応を
考える。【HUGの使用
も検討する】
○完成した避難所を
防災士、消防団、防災
担当課、男女共同参
画担当でチェックする。

基点 ・基軸の形成

【趣旨】現在の地域防災、避難所運営は、町内会や自治会任せとなっているため、多様な視点が取り入れられず、避難が長期化した場合に、特に社会的弱者が多くの我慢

や無理を強いられる可能性がある。災害発生から仮設住宅が建設されるまで約1か月間の長期避難を想定し、自分や家族が安心して過ごせる避難所を考えるとともに、多様
な形の家族が一緒に生活する場面を実際にシミュレーションすることで、お互いが認め合い、助け合い、個々を尊重した避難所を創り上げる知識やスキルを学ぶ。

課題解決

地域での防災、避難所運営について、町内会や自治会に任せきりとなり、結果、定年後の男性が運営の中心となってしまう場合が多く、多様な視点を取り入れられない。短期の避
難ならば我慢できても長期化すれば誰かにしわ寄せがきてしまう。

課題

男女共同参画推進意識の形成 現状把握

開催場所 公民館や学校の体育館といった実際に避難所となる場所

目標

【事業名】 私が！家族が！みんなが！安心して暮らせる「避難所運営30days」シミュレーション 【3か年事業として毎月1回土曜日午後3時間開催】
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独立行政法人国立女性教育会館 令和３年度「地域における男女共同参画推進のための事業企画研修」


